
 このページは朱印入を１枚と、

別紙６－２  
コピー１枚の計２枚を提出。 平成○○年○○月○○日 

 

国土交通省 ○○局 ○○課 

 

                      神 奈 川 県 川 崎 市 幸 区 ５ 番 地  

                       西 川 崎 運 輸 株 式 会 社 

                        代表取締役社長 幸 一郎 

肩書は正しく記入のこと。 
代表取締役社長等の代表者 

                                    印 
登録されている印

であること。 
 

 

 

平成○○年度認定等○○事業の報告について 

認定等の年度を記入のこと。 

 

 

平成○○年○○月○○日付け第○○○○号をもって認定等の通知のあった標記事業に係わる認定要

領等に基づき、当該事業について、別添のとおり報告します。 

  

認定通知等の記載の発行日と

番号を参照 



《認定用》 

平成○○年度 認定等○○事業 

 

（事業者）○○株式会社／○○○株式会社 採択年度を記入のこと。 
１． 事業概要 

事業名  

 

実施場所 ○○県○○市○○8-2-4 ○○○株式会社 ○○事業所 

事業の目的  

及び概要 

事業期間 平成○年○月○日～平成○年○月○日 

導入設備 

／技術概要 

 

設備・技術の先

端性 

 

普及可能性  

 

その他  

省エネ効果 

（原油換算） 

               事業前（H○年度）  事業後（H○年度） 

事業所のエネルギー使用量     ○○○KL       ○○○KL 

事業所の取扱量          ○○○ton      ○○○ton 

NEDO確定検査資料に記入された実施期間

基本的に NEDO
の実施計画書別

紙１の内容をコ

ピーする。ただ

し、事業期間中に

内容の変更があ

った場合はそれ

を反映する。説明

を分りやすくす

る変更は可 

計画省エネルギー量     ○○○KL／年 （○○％） 

実績省エネルギー量     ○○○KL／年 （○○％達成） 

補正省エネルギー量     ○○○KL／年 （○○％達成） 

A

省エネ量の補正方法：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

B÷A が 100％未満

の時、止むを得ない

外部要因の影響を

排除した省エネ量 

B
B÷A 

C C÷A 

未達の場合の  

対策内容 取扱量などの変化要因を補正した補正省エネ量の達成率が１００％未満の場合に、 

対策項目、実施時期、対策後の省エネ量、達成率を記載する。 



２．機能／構成図 

導入前 
 
 

導入後 

実施計画書の別図１に計画変更申請、軽度な計画変更の内容を反

映したもの 
 
★注意 
 白黒印刷しますので、白黒コピーで分るようにしてください 



３．写真 

 
写真３枚用です。（変更可） 

 

 

この欄には、 この欄には、 
写真のタイトル 写真を貼り付けて下さい。 
と簡単な説明を  

★注意 記載して下さい 
白黒印刷をしますので、 
写真は白黒コピーで分るようにして

ください 
 

事業の内容が一目で分る様、ポイントとなる写真を選んで

下さい。 
１ページ以内としてください。 



４．省エネ実績 
 

事業所全体等のエネルギー使用実績（事業前と事業後）を 
グラフで示して下さい。 
 
★注意 
 白黒印刷しますので、グラフは白黒でもわかるように記載して下さい。 

 

認定事業対象設備の削減量実績を 
計画省エネ量、実績省エネ量、変化要因を取り除いた補正省エネ量 
が判る様にグラフで示して下さい。 
 
★注意 
 白黒印刷しますので、グラフは白黒でもわかるように記載して下さい。 

 

 


